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須磨区社保協総会

　加藤先生が被災地支援の報告を行った

243 号  2011 年 9 月 25 日

　神戸支部が加盟する須磨区社会保障推

進協議会は、7 月 24 日に北須磨文化セ

ンターで第 8 回総会を開催し、地域の 8

団体から 17 人が参加した。役員選出で

は代表幹事に加藤擁一協会副理事長が再

選された。

　加藤先生から東日本大震災被災地支援

の活動報告と歯科医療支援について、神

戸医療生活協同組合看護師の西川朋子氏

から避難所での医療支援について報告が

された。加藤先生は、「震災関連死につ

ながる誤嚥性肺炎の予防に口腔ケアが重

要。今後も現地支援を続けていきたい」

と発言した。参加者からは、「公的支援

の拡充を求める運動が必要」「医療機関

の再建は地域住民にとって重要」などの

意見が出された。

被災地支援の取り組みを交流

■日　時　１０月１５日 ( 土 )　14 ： 00 ～

■会　場　兵庫県保険医協会会議室

※詳細は４ページの案内をご覧ください。
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かざみどり通信⑤

コンサートを開催した神戸文化ホール
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投稿を募集しています

　小学校高学年からリアルタイムで
ビートルズに接してきましたので、そ
の後も洋楽のＰＯＰｓやフォークソン
グ中心に聞いておりました。クラシッ
クは音楽の授業でも退屈なものでした。
   しかし、振り返ってみると、小学校
の授業が終わって掃除をするときには
毎日ドヴォルザークのユーモレスクが
かかっていましたし、TV ドラマのテー
マ音楽でウィリアムテル序曲に親しん
でいました。クラシックをまったく受
け付けないということではありません
でした。
　本格的にクラシックを聴きだしたの
は大学生時代で ( 同時にジャズも好き
になりましたが )、同級生の石川君 ( 現
神戸協同病院 ) の影響が強く、石川君
が FM 放送から AKAI のオープンデッキ
にエアチェックしたものを聴かせても
らっていました ( 貧乏学生でレコード
を買うことができませんでした )。
　また解剖学第二 ( 成績は非常に悪かっ
た ) の溝口教授のお宅で、バロック音
楽を聴かせていただいたり、先生のつ
てで加納町４丁目の教会で生のオルガ
ン演奏の迫力を体験させていただいた

りで、徐々にクラシック音楽にはまって
いきました。
　医学部最終学年 ( ６年生 ) になって、
神戸フロイデ合唱団というベートーベン
の第九のための合唱団の募集があるこ
とを知り応募しました。７月から約半年
間 JR 六甲道駅近くのビルの一室で練習
があり、合唱指導が亀井正比古さん、団
長が椿野大さんでした。メンバーはいろ
いろな職業の方々で、学生の自分として
はとても興味深い話が聞け楽しかったの
を覚えています。自分のパートはもちろ
んバスですが、バスなりにかなり高い音
が要求される箇所があり、相当苦労しま
した。練習ではどうしても出なくて声が
ひっくりかえります。

　12 月 21 日、本番を迎え、生まれて
初めて神戸文化ホール大ホールの舞台
に立ちました。外山雄三さん指揮、大
阪フィルハーモニー交響楽団の演奏。
ソリストにソプラノ大川隆子さん、ア
ルト成田絵智子さん、テノール丹羽勝
海さん、バス勝部太さんです。コンサー
ト会場は超満員でした。
　団員は、第１第２楽章は座っていま
したが、第３楽章から立って待つこ
とになり徐々に緊張感が高まってきま
した。第３楽章は天国的に美しいメロ
ディーで、ふだん聴いているととても
リラックスできるのですが、実際には
嵐の前の静けさで緊張がゆるむことは
ありません。

　神戸支部ニュースでは、 会員どうしの交流

を深めるため役員 ・ 会員投稿シリーズ 「かざ

みどり通信」を始めました。テーマは自由です。

ぜひご投稿ください。 今回は、 神戸支部幹事

の近重民雄先生 (須磨区 ) です。

　第４楽章で緊張と興奮が最高潮に
なったとき、とうとう出番がやって
きました。
　不思議なことにあれほど苦労した
高音がきれいに出たのです。
　本番で最高のパフォーマンスがで
きました。感動で胸がいっぱいにな
りました。実際に舞台に立ってはじ
めて経験する感動でした。終了後、
楽屋で成田さんに握手とサインをし
ていただきました。
　同級生には国家試験も卒業試験も
あるのにと言われましたが、その時
代に合唱団に参加できたことは本当
によかったと今でも思っています。

　支部ニュースへの投稿を募集しています。
　日常診療に関わることや、主張などお寄せください。

　　◇ e-mail　tamura@doc-net.or.jp  担当 ： 田村まで
　　◇ TEL　078 － 393 － 1817　　◇ 078 － 393 － 1802

私の音楽趣味その１


